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会    議    録 
(嬉野市審議会等の公開に関する要綱第９条関係) 

 

所管課 健康づくり課 

会議名 

(審議会等名) 

令和６年度  

第 2 回嬉野市の国民健康保険事業の運営に関する協議会 

開催日時 令和６年１１月２７日（木） １５：３０～１６：１０ 

開催場所 塩田保健センター ２階会議室 

傍聴の可否 ○可  ・ 不可 ・一部不可 傍聴者数 0 人  

傍聴不可・一部不可

の場合はその理由 
 

出 席 者 

委 員 
坂口委員、池田委員、栗原委員、宮﨑委員、田邊委員、 

樋口委員、宮原委員、栗山委員、三根委員、藤田委員 

事務局 
副市長、市民福祉部長、健康づくり課長 

同課副課長、同課主査 

その他  

会議の議題 別紙のとおり 

配布資料 第２回嬉野市の国民健康保険事業の運営に関する協議会資料 

審議等の内容 別紙のとおり 
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審 議 等 の 内 容 
(嬉野市審議会等の公開に関する要綱第９条関係) 

 

所管課 健康づくり課 

議 題 第１号 令和７年度国民健康保険標準保険税率を踏まえた税額・税率(案)について 

内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

審議経過 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

副市長 

 

会長 

 

事務局 

 

会長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

    

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

事務局 

（副市長あいさつ） 

 

（会長あいさつ） 

 

（会議成立の報告） 

 

（会議録署名委員の選任） 

署名委員を保険医代表として宮原委員、被保険者代表を三根委員

に選任してよいでしょうか。 

 

≪異議なし≫ 

 

議題第１号 「令和７年度国民健康保険標準保険税率を踏まえた税

額・税率（案）について」 

説明 (内容は資料による) 

 

令和 6 年度、令和 7 年度ただちに一本化した場合の税率が示されてい

るが、これは何なのか。一本化は令和 9 年度からではないか。 

 

県としては令和 9 年度に県内一本化するというところで動いている。今

の県全体の税率等が、どのような推移になっているか見えるように、仮

で令和 6 年度、令和 7 年度に一本化を始めた場合の税率を示してもら

っている。 

 

今後、均等割や平等割は増えていく傾向なのか 

 

今のところ推計なのではっきりしたことは不明。例えば後期や介護分に
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審議経過 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関しては、被保険者が増えているので、増加傾向だと県から話は聞いて

いる。医療分に関しては県全体の医療費や総所得に応じて上がったり下

がったりするので県の方からも今後の傾向は示されてないような状態

になる。 

 

令和 6 年度、令和 7 年度ただちに一本化した場合の税率が示されてい

るが、これは令和 9 年より前倒しで、一本化する可能性もあるというこ

とか。 

 

今回の資料で示している、ただちに一本化した場合の税率については、

あくまで仮の数字なので、前倒しで一本化することはない。 

 

令和 7 年度の税率について今後の方針としては、事務局案（現状維持）

ということでよかったでしょうか。 

(異議なし) 

それでは 1 月にまた協議会がありますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 

皆様のご意見を頂きましたので、念頭に置きながら今後の事務を進めて

まいります。会議の中でもありましたが、次回は 1 月中旬の開催予定で

す。 

 

（閉会） 

 

 

 


